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 要 旨   

 

目的：高齢者において、中等量のアルコール摂取あるいはアルコール摂取パターンと認知機能と

の関連は十分明らかになっていない。本研究では、75 歳以上の日本人高齢者におけるアルコール

摂取パターンと認知機能との関連を検討した。 

 

方法：2016-2017 年、SONIC 研究に参加した 75-77 歳あるいは 85-87 歳の高齢者 1226 人を本

研究の対象とした。飲酒状況については、飲酒頻度 (非飲酒, <1 日/週, 1-6 日/週, 毎日)・1 日の

飲酒量 (なし [0g], 中等量 [0-40g], 中等量-多量 [40-60g], 多量 [≥60g])・種類 (ビール, 焼酎, 

日本酒, ワイン, ウイスキー)および非日常の飲酒機会 (忘年会など)の有無を調査した。認知機能

は日本版 Montreal Cognitive Assessment (MoCA-J)を用い評価した。共分散分析を用い、飲酒

頻度あるいは量による MoCA-J スコアを算出した。また、重回帰分析を用い、アルコールの種類

あるいは非日常の飲酒機会と MoCA-J スコアとの関連を検討した。 

 

結果：飲酒頻度が 1-6 日/週の群では、飲酒なしおよび毎日飲酒群に比べ MoCA-J スコアが有意

に高値であった。一方、1 日の飲酒量と MoCA-J スコアとの間に有意な関連はなかった。アルコ

ールの種類別の検討では、ワインが MoCA-J スコアと正に関連した。また、非日常の飲酒機会

は、MoCA-J スコアと正に関連した。 

 

結論：75 歳以上の日本人高齢者において、中等量のアルコール摂取、ワイン摂取および非日常の

飲酒機会は高い認知機能と関連した。因果関係を明らかにするための縦断的な検討が必要と考え

られる。 
 


